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第１節 計画作成の背景と目的 

文化財保護法（以下、「法」という。）の改正（平成30年改正・平成31年施行）により、市町

村は県の大綱を勘案し、文化財の保存・活用に関する総合的な計画（文化財保存活用地域計画）

を作成し、文化庁⾧官の認定を申請することができること（法第183条の３）や、市町村によっ

て文化財保存活用支援団体が指定できること（法第192条の２）などが制度化されました。 

これらの仕組みにより、各地域における中・⾧期的な観点から文化財の保存・活用のための取

組みを計画的・継続的に実施できるようになるとともに、地域の文化財行政が目指す方向性や取

組みの内容が可視化されることで、文化財の専門家だけでなく、多様な関係者及び市民が参画し

た地域社会総がかりによる文化財の次世代への継承に向けた取組みが促進されることになりま

す。 

朝
あさ

倉
くら

市
し

（以下、「本市」という。）では、これまで文化財保護行政の活動の中で、市内文化財

の把握を進め、重要なものについては国・県・市の指定等により文化財の保存・活用を行ってき

ました。しかしながら、文化財をはじめとした歴史文化の保存・活用の取組みは十分とはいえず、

大切な歴史文化の継承のための活動や担い手の育成などが急務となっています。 

一方、第３次朝倉市総合計画（2023年度～2026年度）では「人、自然、歴史が織りなす水ひか

る 朝倉」を謳い、基本目標である「生きる力を育み、生涯成⾧できるまちづくり」を支える施

策として「歴史の継承と文化・生涯学習・スポーツの振興」を掲げています。 

これらの背景から、文化財の保存・活用によって実現すべき将来ビジョンと具体的事業を定め、

計画的な取組みを進めるために、朝倉市文化財保存活用地域計画（以下、「本計画」という。）

の作成を行います。 

本計画は法に定められた法定計画として、これまで明文化されていなかった本市の文化財マス

タープランとして計画的かつ持続的な歴史と文化の保存・活用を進めることを目的とします。ま

た、まちづくりや観光・教育と連携した具体的なアクションプランを盛り込むことで、施策体系

の中での実効性を持たせます。 

このような状況を踏まえ、本計画では目指す将来像として「恵まれた自然と悠久の歴史に抱か

れた『朝倉の風景』を未来につなぐ」を掲げ、これまで大切に継承されてきた本市の歴史的・文

化的な風景を将来へ継承するとともに、積極的な活用を図っていきます。 
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第２節 対象とする「歴史文化遺産」の定義 

本計画では、本市全域を対象範囲とし、法の対象となっている文化財（指定等文化財、未指定

文化財）のほか、法には定義されないものの、地域の歴史文化を語るうえで欠かせない要素（そ

の他の歴史文化遺産）について、幅広く計画の対象として捉え、これを本市の「歴史文化遺産」

と定義し、計画の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図序-１ 本計画の対象とする「歴史文化遺産」 
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第３節 地域計画の位置付け 

本計画は、法第183条の３に位置付けられた法定計画であり、本市の文化財保護に係る基本方

針や取組みを示すマスタープランかつ短期間に実施する具体的な措置を定めるアクションプラ

ンとして作成します。 

また、本計画は歴史文化遺産の保存・活用を推進するにあたって、上位・関連計画との整合・

連携を図るものとします。具体的には、まちづくりや観光、防災など多岐にわたる分野について

扱うものであることから、次の図に示すとおり、他分野の関連計画との連携・調整のもと、本計

画に掲げる取組みを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図序-２ 地域計画の位置付け 

 

朝倉市 

文化財保存活用 

地域計画 

 

（令和６年度～15年度） 

（令和６年７月認定） 

連
携
・
調
整 

・朝倉市過疎地域持続的発展計画（朝

倉・杷木地域）（令和３年度～令和

７年度） 

・朝倉市地域防災計画（令和４年３月

～） 

・朝倉市観光振興指針（令和２年度～

令和５年度） 

・第２次朝倉市環境基本計画〔令和２

年度～令和11年度〕 

関連計画 

第３次朝倉市総合計画 

策定：令和５年３月 

基本構想：令和元年度～概ね10年程度 

基本計画：令和５年度～令和８年度 

上位計画 

整合 

文化財保護法 

第183条の２ 

（文化財保存活用大綱） 

第183条の３ 

（文化財保存活用地域計画の認定） 

県の方針 

福岡県文化財保護大綱 

（令和３年３月） 

勘
案 

基
づ
く 

基づく 

整合 

市の個別計画 

・秋月城下町伝統的建造物群保存対策調査計画 

・「平塚川添遺跡公園」活用計画 

・甘木市秋月伝統的建造物群保存地区旧田代家住宅保存活用計画 

整合 
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（１）第３次朝倉市総合計画 〔基本構想:令和元（2019）年度～概ね10年程度 
基本計画:令和５（2023）年度～令和８（2026）年度〕

総合計画では目指すまちの姿を次のように掲げています。「朝倉市にとって、水は貴重な地域

資源であり、市民の暮らしに多大な恩恵をもたらす存在です。また、朝倉市の山間部を源流とす

る水の流れは、筑
ちく

後
ご

川
がわ

、そして有
あり

明
あけ

海
かい

へと流れ、市内だけにとどまらず、流域に豊かな恵みをも

たらし、多くの人々の暮らしに潤いをもたらしています。 

一方で近年の豪雨災害等、時として水は脅威となり、大きな被害をもたらすことがありますが、

古くから、豊かな自然とそこに暮らす人々によって育まれた豊富で良質な水を活かし、大切にし、

水とともに朝倉市は発展してきた歴史があります。 

その水に加え、朝倉市には恵まれた豊かな自然環境、美しい景観、地域に根付く多種多様な歴

史・文化といった多彩な魅力があります。 

それらの相乗作用により、一層輝くものとし、朝倉市に住む人・訪れる人が心地良さや安らぎ

を感じ、住み続けたい、住んでみたいと思うまちを目指します。 

あわせて、朝倉市が甚大な被害を受けた平成29年７月九州北部豪雨からの復旧・復興を経て、

被災前よりも全ての世代に元気と笑顔があふれ、再び輝く朝倉市を目指すという想いも込め、人、

自然、歴史が織りなす 水ひかる 朝倉を目指すまちの姿とします。」 

また市民憲章では第１に「水と緑を守り、文化と歴史に学びながら、魅力ある新しいまちをつ

くります。」と掲げています。 

総合計画では、歴史文化に関連する施策を次のように掲げています。 

「●文化の継承が途切れないよう、地域の歴史や文化にふれあう機会を充実するとともに、地

域に残されてきた貴重な文化財を保護し、確実に後世に伝えていくことで、ふるさとの文化

財を大切にし、市民の郷土愛を醸成します。」 

このように、市の総合計画において、歴史と文化は重要な位置を占めているといえます。 
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（１）朝倉市過疎地域持続的発展計画（朝倉・杷木地域）〔令和３（2021）年度～
令和７（2025）年度〕

朝倉市過疎地域持続的発展計画の中では、地域文化の振興などについて取り上げています。 

現況と問題点として、「文化の時代ともいわれる今日、生活意識が趣味・生きがいといった心

の豊かさなど、文化的価値を重視する方向に変化してきています。芸術・文化は個性や独自性を

生み出す重要な要素であると共に、文化財や伝統芸能・行事は、その地域にとって歴史そのもの

であり、先人たちが育み継承してきた貴重な財産です。 当地域は、民俗行事やまつり、伝統工芸

などの多様な伝統文化、美しい自然環境や景観、そして歴史的に貴重な史跡・文化遺産を数多く

有しており、これら先人が残した貴重な財産の保存・継承に努め、史跡公園としての環境整備な

ど、地域固有の文化環境の形成を進め、地域性豊かな文化の創造を進めていく必要」があるとし

ており、歴史文化に関連する施策を次のように掲げています。 

「①文化協会や各種サークルなどの自主的活動を支援するとともに、各種講演会や音楽祭、シン

ポジウムの開催など芸術・文化活動の振興を図る。  

②適切な保護と周辺整備を進めるなど文化財の保存・継承に努め、歴史と伝統文化に親しむ活

動の推進を図り、地域性豊かな文化の創造に努める。 

③伝承のための後継者やボランティアの育成を支援し、民俗行事や祭り、伝統工芸など伝統文

化の保存・継承に努める。」 

このように、過疎地域における歴史文化遺産の役割は大きく、地域性豊かな文化の創造を進め

るため、保存・継承を図る必要性が記載されており、連動した取組みが必要です。 

 

（２）朝倉市地域防災計画〔令和４（2022）年度～〕
朝倉市地域防災計画の中では、文化財災害予防対策を「市は、文化財を災害から保護するため、

防災意識の高揚と防災施設の整備を図る」としています。また、文化財応急対策として、「文化

財が災害を受けたときは、所有者（管理責任者）は被災状況を調査し、市を経由して、その結果

を県教育委員会に報告する」ようにしています。 

防災は歴史文化遺産にとっても大きな課題であるため、被害を受ける前の措置を本計画で記載

する必要があるといえます。 

（３）朝倉市観光振興指針〔令和２（2020）年度～令和５（2023）年度〕
朝倉市観光振興指針では、基本方針として「現状分析及び課題を踏まえ、情報発信によるPRを

充実させることで、朝倉ブランドイメージの創出と知名度の向上、市内外からの滞在人口、交流

人口や関係人口の増加を目指します。また、観光施設や観光推進体制を整備し、観光資源の魅力

を高める必要があります。そのために、次の四つの基本方針を柱とし、総合計画においても重点

分野に設定している『観光 PR の充実』を中心に、以下を軸に観光の振興に取組みます。」とし

ています。 
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四つの基本方針として、「①観光PRの充実」、「②観光推進体制の充実」、「③観光資源の充

実」、「④観光施設の充実」を掲げており、①の観光PRの充実や③の観光資源の充実など、歴史

文化遺産の保存・活用に関わる部分が多いといえます。 

 

（４）第２次朝倉市環境基本計画〔令和２（2020）年度～令和11（2029）年度〕 
第２次朝倉市環境基本計画では、基本方針Ⅲで「古から未来へ 人づくり」を掲げています。環

境目標Ⅲ-１の中で「朝倉の自然、歴史・文化を守り伝える人づくり」を取り上げ、「学校・地域

における環境教育・学習の推進」のため、平塚川添遺跡公園で野鳥や水辺の生き物の観察会の開

催や、同公園 に生息・生育する昆虫・植物・野鳥に関するハンドブックを作成しています。ま

た、市民のアクションとして「身近な自然環境・歴史・文化等を気軽に楽しむ時間として、自然

観察会や史跡巡り等に積極的に参加します。」を、行政のアクションとして「民間団体・行政が

協力して『平塚川添遺跡公園』の活用を促進し、自然環境・歴史環境をはじめとした環境学習の

拠点の役割をもたせます。」などを掲げています。 

また、「朝倉の自然がはぐくんだ歴史・文化の保全と継承」のため、朝倉市が抱える歴史的・

文化的資源、伝統文化の保存と継承に関する問題と原因として、市内の歴史や文化に関する周知・

啓発が不十分であること、少子高齢化による伝統文化や伝統行事の消失危機があることを挙げて

います。これらの問題解決に向けたポイントとして、「先人が自然とともに歩んできた歴史・文

化を理解し、保存するとともに次世代へと継承し、そのための人材育成を進める」ことと、「朝

倉市の歴史的・文化的資源をPR」することを挙げています。 

また、行政のアクションプログラムとして、次の項目を掲げています。 

・指定文化財の保存・管理を進め、整備・活用を図ります。  

・埋蔵文化財の保存協議を行い、必要に応じて記録保存を行います。 

・未指定の貴重な歴史資源に関する調査・研究、保存を進めます。 

・「朝倉市歴史的景観条例」に基づいて歴史的景観を保全します。 

・歴史教室や古代体験等を通して地域の歴史・文化への理解を深めます。  

・伝統芸能講座等により、伝統芸能の保存と継承を図ります。 

・伝統行事保存のための支援に努めます。 

・文化財案内人（ボランティアガイド）の育成や歴史探訪ルートの整備を進めます。 

・史跡にまつわる物語や伝説等、ストーリー性のある情報提供を強化します。 

・豊富な歴史的・文化的資源を活用し、体験型・学習型観光を推進します。 

・「朝倉グリーンツーリズム協議会」と協働し、グリーンツーリズムの普及・啓発を行います。 

第２次朝倉市環境基本計画の中では、本市の歴史文化遺産の保存・活用を重要な核として取り

扱っており、連動した取組みが必要です。 
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（１）福岡県文化財保護大綱〔令和３（2021）年３月〕
福岡県文化財保護大綱では、福岡県の文化財保護の理念の柱として、「価値の共有（文化財の

価値を認識し大切にしていく想いを共有する）」、「未来への継承（文化財の保存・活用を推進

し、未来へ継承する）」、「地域との連携（地域との連携による地域主体の文化財保護を推進す

る）」の三つを掲げています。また、文化財保護に関わる方針として、「文化財の調査に関わる

方針」、「文化財の保存に関わる方針」、「文化財の活用に関わる方針」、「文化財の災害や盗

難等に関わる方針」、「文化財の保護体制に関わる方針」の五つを掲げています。市町村などへ

の支援体制については、福岡県文化財保護課と九州歴史資料館が一体となって、地域の文化財の

状況や課題を把握しながら、地域を担う市町村の文化財保護の取組みに係る助言支援を行うこと

としています。 
 

 

（１）秋月城下町伝統的建造物群保存対策調査計画〔昭和55（1980）年３月〕
この計画では、秋月地区の歴史的環境について、建造物をはじめ自然景観や人文景観や水系な

どあらゆる角度から把握調査を行い、地区の魅力の深化を行っています。そのうえで、「秋月城

下町の歴史的環境を保全していくためには、保全だけではなく町全体の今後の発展の方向をも見

定める必要」があり、「歴史的景観を保全してゆくことが、秋月の将来の発展に結びつく有効な

方法とならねばならない」としています。秋月地区の保全修景計画では、秋月全体を保護するた

めに保全地区を設定して規制・誘導・改善を進めるとともに、歴史的環境を保全してゆくための

重要なポイントとなる場所をいくつか選び、その場所がかかえる課題に対応した具体的な整備の

方策を全体の計画と関連させながら構想するべきとしています。 
 

（２）「平塚川添遺跡公園」活用計画〔平成13（2001）年３月〕
国指定史跡平塚川添遺跡の活用を、学校教育の中に位置付けることで、「平塚川添遺跡のよさ

を知らせ、遺跡に愛着を持たせることにより文化財愛護の精神を育む」ことを目的に作成されま

した。活用の具体策を提示し、学校教育に活かせる計画であり、古代体験「あさくら子どもの日」

は現在も継続されています。 

 

（３）甘木市秋月伝統的建造物群保存地区旧田代家住宅保存活用計画〔平成17
（2005）年３月〕 

秋月伝統的建造物群保存地区に存在する全ての伝統的建造物を対象として設定し、「伝統的建

造物の公開活用方針」と「旧田代家住宅保存活用計画」として「地元文化や生活の質の向上を図

るとともに来訪者の回遊を促すなど、活気と賑わいのあるまちづくりの中に伝統的建造物を位置

付け保存・活用していくことを目指し、旧田代家住宅を含め公開型伝統的建造物群の更なる配置・

確保に向けた基本的な方向性」を示しています。 
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第４節 計画作成の体制と経過 

 

本計画の作成にあたり実施した、朝倉市文化財保存活用地域計画協議会、朝倉市文化財専門委

員会の構成委員は次のとおりです。 

 

（１）朝倉市文化財保存活用地域計画協議会 

氏  名 種別 団体名・役職 備  考 
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（２）朝倉市文化財専門委員会 

氏  名 団体名・役職 専  門 

 

本計画の作成にあたり、令和４（2022）年度から朝倉市文化財保存活用地域計画協議会、朝倉

市文化財専門委員会、朝倉市庁内会議を次のとおり開催し、委員からの意見聴取、本計画の具体

的内容について検討と審議を行いました。 

加えて、令和４（2022）年度には、市内３か所において市民ワークショップを、令和５（2023）

年度には市民へのパブリックコメントを実施しました。 

 

（１）朝倉市文化財保存活用地域計画協議会
日時 回数 場 所 主な議題 
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日時 回数 場 所 主な議題 

 図序-３ 協議会開催風景（左：第１回、右：第３回） 

  図序-４ 協議会開催風景（左：第４回、右：第５回） 

図序-５ 協議会開催風景（第６回） 
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（２）朝倉市文化財専門委員会 

日時 場 所 主な議題 

（３）朝倉市庁内会議 

日時 場 所 主な議題 

（４）朝倉市教育委員会（学習会） 

日時 場 所 主な議題 
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（５）市民ワークショップ 

日時 場 所 主な議題 

図序-６ ワークショップ開催風景（左：朝倉地区、右：杷木地区） 

 

（６）パブリックコメント 

日時 場 所 
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第５節 計画期間 

本計画は、令和６（2024）年度から令和15（2033）年度までの10年間を計画期間とします。 

なお、上位計画である「第３次朝倉市総合計画（基本計画）」の期間が令和５（2023）年度か

ら令和８（2026）年度であり、総合計画に掲げる基本構想は令和10（2028）年度を目標として

います。そのため、総合計画の内容変更により本計画と不整合が生じた場合や、想定外の災害な

ど歴史文化遺産の保存・活用に関わる大きな状況の変化が生じた場合には、上位計画との整合を

図るため、計画期間内であっても必要に応じて適宜見直しを行います。 

 

表序-１ 計画期間 

 
Ｒ５ 

（2023） 
Ｒ６ 

（2024） 
Ｒ７ 

（2025） 
Ｒ８ 

（2026） 
Ｒ９ 

（2027） 
Ｒ10 

（2028） 
Ｒ11 

（2029） 
Ｒ12 

（2030） 
Ｒ13 

（2031） 
Ｒ14 

（2032） 
Ｒ15 

（2033） 

第３次 
朝倉市総合計画 

           

朝倉市 
文化財保存活用 

地域計画 

           

第６節 計画の進捗管理と自己評価の方法 

本計画に定める歴史文化遺産の保存・活用に関する措置を確実かつ効果的に進めるため、計画

の推進に係る関係機関（第８章に記載）との連絡・調整を適宜実施していくとともに、定期的に

「朝倉市文化財保存活用地域計画協議会」において進捗状況や事業計画の報告・検討を行います。

また、「朝倉市文化財専門委員会」に対して計画の進捗状況や予定する措置の報告を行うことで、

専門委員からの助言・指導を仰ぎます。 

なお、本計画は⾧期にわたることから、社会情勢の変化や上位関連計画との関連性を踏まえ、

事業計画などの修正が必要になった場合には計画の見直しを行います。軽微な変更を行った場合

には、当該変更の内容について、福岡県及び文化庁へ情報提供を行います。 

一方、法第183条の４及び文部科学省令に基づき、「文化財保護法に基づく文化財保存活用大

綱・文化財保存活用地域計画作成に関する指針」にある以下に該当する場合は、改めて文化庁⾧

官へ認定申請を行います。 

・計画期間の変更 

・域内に存する文化財の保存に影響を及ぼすおそれのある変更 

・地域計画の実施に支障が生じるおそれのある変更 

 

基本計画 基本構想 

前期計画期間 中期計画期間 後期計画期間 



 

 

 

第１章 

朝倉市の概要 

 

秋月・杉の馬場 
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第１節 自然的・地理的環境 

 

本市は福岡県の中南部、筑
つく

紫
し

平
へい

野
や

の東端に位置し、福岡県の県庁所在地である福岡市から南東

に約30㎞、筑後地域の中心久留米市
く る め し

から北東約20㎞の距離にあります。市域の北は嘉麻市
か ま し

に、東

は東
とう

峰
ほう

村
むら

及び大分県日田市
ひ た し

に、南はうきは市及び久留米市に、西は大
た

刀
ち

洗
あらい

町
まち

及び筑
ちく

前
ぜん

町
まち

に接し

ています。 

市域は南北約15㎞、東西約22㎞、面積は246.71㎢で、福岡県全体の4.9％、県下第4位の面積を

占め、市域の南側に筑後川が流れ、北東部には古処山
こしょさん

系の山々があり、面積の約55％は山林とな

っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１-１ 朝倉市の位置 
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（１）地形
本市は筑後川が山地から流れ出る筑紫平野の東端部から中流域の北岸を中心としています。

三郡山
さんぐんさん

や英
ひ

彦
こ

山
さん

から派生する英彦山古処山地の山々が市の北東部を占め、そこから流れ出た中

小河川によって形成された扇状地性低地や砂
さ

礫
れき

台地、筑後川の作用によって形成された三角州性

低地などから構成されます。 

図１-２ 地形図 
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（２）地質
地質は、古処山地に石灰岩、上秋月

かみあきづき

の一部で溶
よう

結
けつ

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

の露
ろ

頭
とう

がみられます。小
こ

石
いし

原
わら

川
がわ

付近

を境に、北西側は中生代に形成された花崗閃
かこうせん

緑 岩
りょくがん

が分布しており、南東側は片岩類
へんがんるい

や緑 色 岩
りょくしょくがん

が分布しています。 

甘
あま

木
ぎ

～旧朝倉地域の山地にかけて片岩類や緑色岩、杷木
は き

地域では花崗閃緑岩及びその風化物

（真砂土
ま さ ど

）から構成されます。市域南西部を構成する筑紫平野は砂及び礫
れき

からなるものと砂・粘

土・淤
お

泥
でい

・礫によって構成されます。 

図１-３ 地質図 

 

（３）水系
①筑後川

筑後川（延⾧143㎞）は阿蘇山に源を発し、熊本・大分・福岡・佐賀の4県を流れる九州最大の

一級河川です。本市は、筑後川が山間地を抜けて夜
よ

明
あけ

峡
きょう

谷
こく

を通り、筑紫平野を形成する中流域

に位置しています。筑後川は筑
つく

紫
し

次
じ

郎
ろう

や千歳
ち と せ

川
がわ

など様々な異名を持つ川としても有名で、洪水で

一夜にして流路を変え、周辺の風景を変えてしまうことから一夜川ともいわれています。暴れ川

であることや、当地域の地形が筑後川に向かって傾斜していることから農用利用が難しく、「川

近けれど水遠し」という状況が続いていました。近世に至り、農業用水である堀川
ほりかわ

が開削され、

山
やま

田
だ

堰
ぜき

が築造されると農耕地が拡大し、恵の大河となりました。 
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図１-４ 水系図 

②小石原川

小石原川（延⾧28㎞）は筑後川水系の一級河川です。英彦山系の山々を源とし、東峰村を抜け

て古処山～馬
うま

見
み

山
やま

に沿うように西へ流れ、女男
め お と

付近で屈曲して南西へ流れます。途中、小石原

川ダムと江
え

川
がわ

ダムの二つのダムを擁し、豊富な水は福岡都市圏の水がめとしても活躍しています。

近世期には女男
め お と

石
いし

護
ご

岸
がん

施
し

設
せつ

下流に築造された荒
あら

川
かわ

井
い

手
で

をはじめ、各所に堰がつくられ、流域を潤

す水源として利用されました。江戸期から昭和初期にかけて、甘
あま

木
ぎ

絞
しぼ

りの木綿を晒す水としても

使用されました。一説では古処山系の石灰岩帯のアルカリ性の水が適していたためといわれます。 
 

③佐田川

佐
さ

田
だ

川
がわ

（延⾧16㎞）は筑後川水系の一級河川で、英彦山系～朝倉低山地を源としています。途

中に寺内
てらうち

ダムが築かれ、市内を流れ出たのち、床島
とこしま

付近で筑後川と合流します。中流域の板
いた

屋
や

～

相 窪
あいのくぼ

にかけては、降水量が減る晩秋から春先に無水状態が続くため、里人は大根が洗えなくな

るので大
だい

根
こん

川
がわ

とも呼んでいます。 
 

④赤谷川

赤谷川
あかたにがわ

（延⾧８㎞）は杷木の谷筋を形成する川で、杷木 林
はやし

田
だ

付近で筑後川と合流します。杷

木地域の山地は、花崗閃緑岩の風化土（真砂土）が主体であり、大雨で土砂崩れを起こしやすい

地質です。平成29（2017）年の九州北部豪雨では、まず赤谷川流域の谷筋に雨水が集まり土石流

となり、それを集めた赤谷川は氾濫、流路が変わるなどし、流域に大きな被害を出しました。 
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⑤湧水

台地～低地にかけては砂・礫・粘土を含んだ層で、透水性・帯水性に優れ、河川流域の低地、

扇状地の凹部や終末部には地下水が地表に出てくる湧
ゆう

水
すい

点
てん

があります。小石原川水系では本
もと

町
まち

の 竜
りゅう

泉
せん

池
いけ

、一木
ひとつぎ

の灌水池
かんすいいけ

などがあります。佐田川水系では湧水から始まる黄金
こ が ね

川
がわ

で川茸
かわたけ

の栽培

をしています。ただ、近年地下水位に変化があり、竜泉池は枯れ、黄金川の湧水量も著しく減少

している状況です。 
 

 

本市の気候は、北側を筑紫山地が 遮
さえぎ

ることから、玄界灘
げんかいなだ

に面した諸都市に比して冬季の日照

に恵まれ、昼夜間の気温差が大きく、風の弱い内陸型の特徴を示しています。年間平均気温は

16.8℃で、年間降雨量は2,178㎜、年間日照時間は2,000hです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）植生・植物
市域の大半を占める山林は、大部分がスギ・ヒノキの造

林地で、原始林は古処山頂を除いてほとんどありません。

山中では戦前はブナ・シイ・カエデ・カシ類の巨木がそび

えたつ原生林がみられたようですが、戦時中の木炭増産

により伐採され、植林事業から取り残されたところに、二

次林としての雑木林があります。平野部は水田・畑地で、

これに伴う雑草群の変化が著しいです。道路や河川沿い

ではチガヤ、ススキ、カラムシ、セイタカアワダチソウ、

ヒメジョオンなどが見られます。河川流域の低地ではヨ

シやオランダガラシなどの河辺植物群落が広がっています。 

古処山の山頂付近には、国の特別天然記念物に指定されている古
こ

処
しょ

山
さん

ツゲ原始林
げんしりん

が広がってい

ます。低山域ではシイ、カシ、クスノキ、タブノキなどが雑木林を形成しています。台地上には

ミミズバイ、クロガネモチ、タブノキ、エノキ、ムクノキなどの暖地性の植物が多くみられます。 

また、佐田川や小石原川の扇状地の水域には、湧水で育つスイゼンジノリ（絶滅危惧Ⅰ類）や

 図１-５ 平均気温と月降水量 出典：気象庁、朝倉市2023年（月ごとの値） 
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図１-６ 古処山のツゲ 

      （古処山ツゲ原始林） 
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オキチモズク（絶滅危惧Ⅰ類）が生育しています。平野部には国指定天然記念物である隠 家 森
かくれがのもり

など、神社境内などを中心に指定・保存樹木をはじめ巨木がみられます。 

 

（２）動物
本市は山間部と平野部からなるため、多様な生物をみ

ることができます。山間部では国指定天然記念物である

ヤマネ、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関

する法律（以下、「種の保存法」という。）においての国

内希少野生動植物種に指定されているクマタカ（絶滅危

惧ＩＢ類）などが確認されています。また古処山ではニシ

キキンカメムシなども生息しています。その他、イノシ

シ、ニホンジカ、ホンドギツネ、ホンドタヌキ、イタチ、

ニホンザル、カササギ、サギ類などの姿をみることができ

ます。 

黒川
くろかわ

や小石原川・佐田川流域にはゲンジボタルが生息

し、初夏の風物詩として有名でしたが、平成29（2017）

年の九州北部豪雨災害以降、その数を減らしています。ま

た、市内には、種の保存法で国内希少野生動植物種に指定

されているセボシタビラ（絶滅危惧ⅠA類）やスナヤツメ

（絶滅危惧Ⅱ類）やアカザ（絶滅危惧Ⅱ類）など、河川改

修等の影響で、生息数が少ない魚類もみられます。近年で

は国の特別天然記念物であるコウノトリ（絶滅危惧ⅠA類）の飛来も確認され、比較的豊かな自

然環境が残されているといえます。（※出典：「環境省レッドリスト2020」） 

 

 

本市は北東部に英彦山古処山地の山々が連なり、平野部から、山々の向こうに英彦山の姿をみ

ることができます。北部にある古処山は秋月周辺では象徴的な山であり、「島原陣図屏風
しまばらじんずびょうぶ

」にそ

の姿が描かれています。南には九州一の大河、筑後川が流れています。川の南側には屏風のよう

に連なる耳
み

納
のう

連
れん

山
ざん

を望むことができます。山と川の間には、平野が広がり、穏やかな田園風景と

なっています。このように豊かな水と緑に囲まれた環境の中で、人々の歴史が育まれてきました。

この自然景観の中に歴史文化遺産が合わさり、朝倉の風景として今も人々の生活の中に溶け込ん

でいます。 

図１-７ ヤマネ 

図１-８ コウノトリ 

図１-９ 古処山と英彦山 
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第２節 社会的状況 

 

本市は、明治22（1889）年の町村制施行時の19の町村により、現在の市域が形成されていま

す。その後、19の町村が合併を重ね、いわゆる「平成の大合併」の際、平成18（2006）年３月に

甘木市、朝倉町及び杷木町の３市町が合併して朝倉市となりました。 

 

 表１-１ 市域の変遷 

明治22年 
（1889） 

明治42年 
（1909） 

昭和14年 
（1939） 

昭和26年 
（1951） 

昭和29年 
（1954） 

昭和30年 
（1955） 

昭和37年 
（1962） 

平成18年 
（2006） 

甘木町    

甘木市 
(市制施行) 甘木市  

朝倉市 

上秋月村    
秋月町    
安川村    
馬田村    
蜷城村    
立石村    
福田村    

三奈木村    
金川村    
高木村     
朝倉村     

朝倉村 朝倉町 
(町制施行) 

宮野村     
大庭村 大福村    福成村 
杷木村  杷木町 

杷木町    松末村   
久喜宮村   
志波村   

 

 

わが国の総人口は、平成20（2008）年の１億2,808万人をピークに減少に転じ、国立社会保障・

人口問題研究所の推計によると、2050年には１億人を切ると予測されています。 

本市においては、全国平均よりも早い昭和60（1985）年以降人口減少が続き、少子高齢化が進

んでいます。平成22（2010）年の人口（国勢調査による）は56,355人でしたが、令和6（2024）

年には50,488人で、5,765人減少しました。また年齢３区分別の人口割合での老年人口割合も平

成22（2010）年の27.6％から令和６（2024）年の35.7％、年少人口割合は平成22（2010）年の

12.9％から令和６（2024）年の11.5％となり、老年人口割合は8.1％上昇、年少人口割合も1.4％

減少し、少子高齢化しています。一方で、世帯数は、平成22（2010）年では、20,360世帯でした

が、令和６（2024）年には、22,168世帯にまで増加しており、核家族世帯や単独世帯が増えてい

ることを示します。なお、2045年には30,017人と推計され、現在の74％まで減少することが予想

されています。 
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こうした人口構造や世帯構造の変化により、地域活動の担い手不足によるコミュニティや地域

防災の機能低下、地域のにぎわいの喪失、消費の減少による経済や産業活動の縮小、空き家の増

加による住環境の悪化、日常生活における交通手段の不足、医療・福祉といった社会保障費の増

加など、市民生活や地域経済、行政運営における様々な影響が想定されます。また、山間部を中

心に少子高齢化・過疎化が進み、集落内の祭事などにも影響がではじめています。人口減少を前

提に、将来にわたり都市機能や地域の活力を維持し、暮らし続けることができるコンパクトで持

続可能なまちづくりが求められています。 

 

 
 

実績値 推計値 

出典：総務省「国勢調査」、「住民基本台帳」 

※2025年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成30年3月公表）に基づく推計値 

 

図１-10 人口・世帯数の推移 

図１-11 年齢３区分別の人口割合 出典：総務省「国勢調査」、「住民基本台帳」 
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本市の山地と平地の縁に並行するように筑紫野市～日田市を結ぶ国道386号が通ります。 

九州を東西に横断する九州横断自動車道が市域を通り、福岡・佐賀・⾧崎・熊本方面から大分

方面に抜ける位置にあります。そして市内には甘木・朝倉・杷木の三つのインターチェンジがあ

ります。 

鉄道は佐賀県の基
き

山
やま

～甘木を結ぶ甘木鉄道と久留米市の宮
みや

の陣
じん

～甘木を結ぶ西鉄甘木線があ

り、都市圏との交通をつないでいます。また、市外南側の鹿児島本線と日豊本線をつなぐ久大本

線に後述の甘木～田主丸間のバスが接続します。 

バスは二日
ふ つ か

市
いち

～杷木、甘木～秋月、甘木～田
た

主
ぬし

丸
まる

、杷木～小石原を結ぶルートのほか、甘木市

街地循環バスや旧朝倉町域を回るコミュニティバスがあり、それ以外を補完するあいのりタクシ

ーやあいのりスクールバスなども公共交通機関として利用されています。 

  

図１-12 朝倉市の公共交通網図（令和４年度版に一部加筆） 
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本市の土地利用は、55％を山林が占め、次いで農用地が22％、宅地が７％などとなっています。

山際の段丘面は、果樹園などに利用されています。 

低地部には、田が広がっているものの、集落地（住宅用地）の周辺では、畑も多くみられます。

また、中央～東部地域の山裾には、畑の広がりがみられます。用途地域内は、住宅用地を中心に、

公益施設用地や商業用地、工業用地がみられます。 
 

 

 

本市では、産業別就業人口のうち第１次産業

が約15％、第２次産業が約25％、第３次産業が

約60％を占めています。 

筑後川水系の肥
ひ

沃
よく

な土壌により農産物の高い

生産性を誇り、博多
は か た

万
ばん

能
のう

ねぎや志
し

波
わ

柿
がき

のように

ブランドとなっている農産物があるだけでな

く、稲作・麦を中心とした作物のほかに、大豆・

ネギ・柿・梨・ブドウなど良質でバラエティに

富んだ農産物は、多くの人々に高い評価を得て

います。 図１-14 柿 図１-15 ネギ 

図１-13 土地利用現況図 
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工業としては、朝倉市には企業が立地しやすい工業団地が整備されるなど、製造業の集積があ

り、市内外の一定の雇用を支えています。 

 

 

 

本市を代表する観光資源は、筑後川の河
か

畔
はん

にたたずむ

名湯として、福岡県随一の湧出量を誇る原
はら

鶴
づる

温
おん

泉
せん

をはじ

め、朝
あさ

倉
くら

揚
よう

水
すい

車
しゃ

（三連
さんれん

水車
すいしゃ

）、平
ひら

塚
づか

川
かわ

添
ぞえ

遺
い

跡
せき

、甘木公園、

秋
あき

月
づき

城
じょう

跡
あと

などがあります。また果樹園におけるフルーツ

狩りなども観光資源として挙げられます。また、甘木公園

の桜と紅葉、秋月の杉
すぎ

の馬場
ば ば

の桜と黒
くろ

門
もん

周辺の紅葉、原

鶴のひまわり園、キリンビール福岡工場のコスモスなど、

市内各地で季節の花が彩りを添えています。 

市南部には、境界にほぼ沿う形で、九州一の大河である

筑後川が流れています。平成26（2014）年９月「世界か

んがい施設遺産」に登録された筑後川から取水する山田

堰と堀
ほり

川
かわ

用
よう

水
すい

、７基の朝倉揚水車があり、福岡県を代表

する観光資源となっています。この水車は、現在も毎年６

月中旬から10月中旬まで稼働しており、その灌がい面積

は合計35haにも及びます。朝倉揚水車は、200年以上の歴

史を誇る国の史跡で、日本最古級にして最大の自動回転

式重連揚水車です。また、近年、川を使った体験型観光と

してサップ、カヌーなども人気を博しています。 

市北部にある秋月は、旧城下町の大半が国の伝統的建造物群保存地区に選定されており、史跡・

天然記念物などの文化財の宝庫として知られているだけでなく、現在も残る秋月城跡や当時の町

並みとそれを彩る四季折々の風景とあわせて、「筑前の小京都」として観光客に親しまれていま

す。 

また、寺内ダム・江川ダムに続き、三つ目のダムである小石原川ダムが完成し、新たな観光資

図１-18 朝倉揚水車（三連水車） 

図１-17 秋月城跡（黒門） 

図１-16 産業別就業人口の推移 出典：総務省「国勢調査」 
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源としての役割が期待されます。寺内ダムに隣接する水をテーマとした施設、あまぎ水の文化村

を拠点として、三つのダムとの連携が期待され、体験型観光施設として小石原川ダムには小石原

川ダムふれあい公園（交通公園）やあさくらマウンテンバイクパークなどが整備されています。 

市東部には、ダブル美肌の湯として知られる原鶴温泉があり、さらに温泉地横を流れる筑後川

では、県内唯一の鵜
う

飼
かい

（原鶴を中心とした筑後川鵜飼）をみることができます。  

また地域の伝統料理を掘り起こした「筑前
ちくぜん

朝倉
あさくら

蒸
む

し雑
ぞう

煮
に

」も、店舗や宿泊施設での展開やレト

ルト商品化による学校給食提供など、郷土の名物料理として着実に認知度を上げつつあります。 

 

 

  

図１-19 市を代表する観光資源分布 
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第３節 歴史的環境 

 

（１）旧石器～縄文時代
旧石器時代とは、石を打ち欠いた打

だ

製
せい

石
せっ

器
き

を用いて、ナ

ウマンゾウやオオツノジカといった大型動物を狩猟して

いた時代です。市内の旧石器時代遺跡は、東南部（原
はる

の 東
ひがし

遺
い

跡
せき

など）に所在しています。遺跡は台地上にあり、高台

を生活や狩猟の場としていたようです。縄文時代は

12,000年前から10,000年間続く狩猟・採集・漁労を行って

いた時代です。市内の縄文時代遺跡は河川に近い台地の

上に多く立地し、食べ物である木の実、シカ・イノシシな

どを採りやすい場所にあります。真
ま

奈
な

板
いた

遺
い

跡
せき

や矢
や

野
の

竹
たけ

遺
い

跡
せき

では落
おと

し穴
あな

遺
い

構
こう

が多数確認されています。落し穴はシ

カやイノシシなどの中型・小型動物を捕獲するためのも

ので、この地域一帯が狩
しゅ

猟
りょう

場
ば

であったようです。柿
かき

原
ばる

野
の

田
だ

遺
い

跡
せき

では縄文時代前期の曽
そ

畑
ばた

式
しき

土
ど

器
き

が出土しました。

丸底で幾何学模様を描くこの土器は、同じ時期の朝鮮半

島の土器と類似しています。上
かみ

秋
あき

月
づき

遺
い

跡
せき

群
ぐん

やクリナラ遺

跡は、縄文時代の終り頃の遺跡で、土器とともに打
だ

製
せい

石
せき

斧
ふ

が数多く出土しました。打製石斧は土を掘り起こすだけ

でなく、草を除くために使われたと考えられており、何ら

かの植物を栽培していた可能性があります。 

旧石器～縄文時代は、当市域で人の営みが始まった時

代で、農耕など定住に向かう動きが垣間みえます。 

 

（２）弥生時代
弥生時代の本市は早くから大陸文化を受け入れ、弥生文化の醸成を

始めていたようです。弥生時代の初め頃の遺跡としては、支
し

石
せき

墓
ぼ

が確

認された 畑
はたけ

田
だ

遺
い

跡
せき

があります。馬
ま

田
だ

上
かみ

原
ばる

遺
い

跡
せき

では甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

や磨
ま

製
せい

有
ゆう

柄
へい

石
せっ

剣
けん

が出土しています。弥生時代は筑後川とその支流である小石原

川、佐田川、桂 川
かつらがわ

近くの低台地上や自然堤防上に集落が形成され、低

地には水田が営まれます。福
ふく

田
だ

台
だい

地
ち

では多くの弥生時代遺跡が展開す

るようになり、中期には栗
くり

山
やま

遺
い

跡
せき

で大規模な甕棺墓群が調査されてい

て、鉄
てっ

戈
か

や前
ぜん

漢
かん

鏡
きょう

、イモガイ製の腕
うで

輪
わ

などが出土し、当時の流通の

広さと、特殊なものを入手できる人々がいたことがわかります。 

図１-20 柿原野田遺跡出土曽畑式土

図１-21 

図１-22 栗山遺跡

の棺墓群 
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弥生時代は各地で「クニ」が成立し始める時代です。平

塚川添遺跡や平
ひら

塚
つか

山
やま

の上
うえ

遺
い

跡
せき

は後期～古墳時代初頭を中

心とする大規模な集落遺跡で、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

と同時代の遺跡

として注目されました。こうした集落群は、中国の歴史書

である『漢書
かんじょ

』地理志
ち り し

にみられる「 百
ひゃく

余
よ

国
こく

」の「クニ」

の一つであると考えられます。古代史上最大の謎といえ

る「邪馬台国」の比定地の一つともされる当地域ですが、

まだまだ厚いベールに覆われています。 

弥生時代の本市では、稲作が生活の軸となり、定住が進

みます。弥生時代の集落遺跡の分布状況をみると、甘木・朝倉・杷木地域のおおまかな地域的な

集まりを抽出することができ、この頃から本市域に地域的なまとまりができ始めたといえます。  

（３）古墳時代
古墳時代は、弥生時代に各地で成立した「クニ」を母体

として、ヤマト王権を中心に日本の国の原型をつくり上

げた時代です。古墳とは、土を盛り上げて造った有力者の

墓です。旧甘木市域では、福田台地を中心に繁栄していた

弥生時代の集落の勢力から古墳時代になると首⾧が輩出

するようになったと考えられます。神 蔵
かんのくら

古
こ

墳
ふん

や平
ひら

塚
つか

大
だい

願
がん

寺
じ

遺
い

跡
せき

（伝平塚
でんひらつか

大願寺
だいがんじ

塚
づか

）で三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

が出土し

ていることや前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

が築造されるようになること

が、ヤマト王権とのつながりを示します。中期には 堤
つつみ

当
とう

正
しょう

寺
じ

古
こ

墳
ふん

が築かれます。周辺には同時期の池
いけ

の上
うえ

・古
こ

寺
でら

墳
ふん

墓
ぼ

群
ぐん

が造営され、初期須
す

恵
え

器
き

や渡来系遺物が多く出土

しているので、渡来系集団を含む墓といえます。渡来系

集団は須恵器
す え き

の製作技術や馬
ば

匹
ひつ

生産、鍛冶、土木工事技

術など当時の最先端技術を持つ人々でした。堤当正寺古

墳の被葬者を頂点とし、その傘下に渡来系集団が活躍し

ていました。こうした勢力を継いだのが、古墳の形や同

じ地域にあることなどから、小
お

田
だ

茶
ちゃ

臼
うす

塚
つか

古
こ

墳
ふん

や⿁
おに

の 枕
まくら

古
こ

墳
ふん

に埋葬された首⾧と考えられます。 

 

 

 

 

 

図１-23 平塚川添遺跡公園 

図１-24 伝平塚大願寺塚出土 

 三角縁神獣鏡 

図１-25 池の上・古寺墳墓群出土 

遺物 
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旧朝倉町域では烏
う

集
す

院
のいん

古
こ

墳
ふん

、宮地嶽
みやじだけ

古
こ

墳
ふん

、鎌
かま

塚
つか

古
こ

墳
ふん

、

⾧
おさ

田
だ

古
こ

墳
ふん

、剣 塚
つるぎづか

古
こ

墳
ふん

、湯
ゆ

の隈
くま

古
こ

墳
ふん

、狐 塚
きつねづか

古
こ

墳
ふん

など、中

規模の前方後円墳や大型円墳が造営されるので、この地

域にも首⾧層がいたことがわかります。旧杷木町域では

中期に志
し

波
わ

宝
ほう

満
まん

宮
ぐう

古
こ

墳
ふん

などが造営されますが、前方後円

墳は確認できていません。 

各地域において、古墳時代後期～終末期には、山
やま

後
うしろ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

や北
きた

八
や

坂
さか

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

など、多くの群
ぐん

集
しゅう

墳
ふん

が造営され、

首⾧層より下位の中位層の人々が活躍していたことがわ

かります。 

古墳時代の朝倉は、弥生時代に形成された地域集団をベースとする地域首⾧が誕生し、それが

国家の中で認められるようになった時代といえます。 

 

（１）斉明天皇と朝倉橘広庭宮
斉
さい

明
めい

天皇６（660）年、倭
わ

国
こく

の同盟国である百済
く だ ら

が唐
とう

・

新羅
し ら ぎ

連合の攻勢により滅亡します。『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』によれば

百済復興軍を半島へ派遣するため、斉明天皇の一行は

朝 倉 橘 広 庭 宮
あさくらのたちばなのひろにわのみや

（朝倉宮）に遷り、復興軍の指揮を執

りますが、朝倉宮で斉明天皇は崩御してしまいます。遺志

を継いだ中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

らは磐
いわ

瀬
せ

宮
のみや

に遷り半島に軍を進め

ましたが、天
てん

智
じ

天皇２（663）年の白村江
はくそんこう

の 戦
たたか

いで唐・

新羅連合軍に大敗します。白村江の戦い後、国防を固める

ために水
みず

城
き

・大
おお

野
の

城
じょう

・基
き

肄
い

城
じょう

などが整備されますが、

杷
は

木
き

神
こう

籠
ご

石
いし

はこうした城と築城方法に類似がみられるた

め、近い時期に築城された古代の山城ということができ

ます。  

朝倉宮の場所は確定していませんが、当地は有力な比

定地と言え、『日本書紀』に、飛鳥時代には「朝倉」の地

名が出てきます。 

図１-27 杷木神籠石遠景 

図１-28 杷木神籠石第２水門 

図１-26 鬼の枕古墳出土馬形埴輪 

（朝倉高校蔵） 
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（２）律令制下の朝倉と仏教の広がり
奈良時代には律

りつ

令
りょう

制
せい

のもと、郡
ぐん

衙
が

や寺院が整備されました。 上
じょう

座
ざ

郡
ぐん

衙
が

と考えられる八
やつ

並
なみ

遺
い

跡
せき

と井
い

出
で

野
の

遺
い

跡
せき

が発見、調査されています。

⾧
ちょう

安
あん

寺
じ

廃
はい

寺
じ

跡
あと

は奈良時代の寺院の跡で、大
だ

宰
ざい

府
ふ

系の⿁瓦が出土してい

ます。また堂
どう

ケ
が

尾
お

廃
はい

寺
じ

や山
やま

田
だ

倉
くら

谷
たに

遺
い

跡
せき

は山中に築かれた古代の寺院跡

で、早い段階の山岳寺院です。また、大
おお

迫
さこ

遺
い

跡
せき

では多くの火
か

葬
そう

墓
ぼ

が調査

されました。古代の火葬墓は官人や宗教関係者など、比較的上位の人が

取り入れた墓制です。池の上・古寺墳墓群の調査でも多くの火葬墓が発

見されています。奈良時代の集落遺跡も数多く調査がなされていて、こ

れまでの時代よりも人口が増加しました。 
平安時代には末

まっ

法
ぽう

思
し

想
そう

が浸透し、仏の教えを後世に伝えようと造営

されたのが 経
きょう

塚
づか

です。本市では楢原
ならはら

の血
けっ

経
きょう

や三
み

奈
な

木
ぎ

大
だい

仏
ぶつ

山
やま

遺
い

跡
せき

の経

塚、高山
こうやま

の 経
きょう

筒
づつ

などが知られています。また普
ふ

門
もん

院
いん

や南
なん

淋
りん

寺
じ

などの寺

院には、平安時代の古仏が伝来しており、この頃に仏教文化が花開いていたことが分かります。

才
さい

田
た

遺
い

跡
せき

では11世紀後半～13世紀中頃の集落、狐
きつね

塚
づか

南
みなみ

遺
い

跡
せき

で13～16世紀の木
もっ

棺
かん

墓
ぼ

が調査され

ました。のちの蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

の恩
おん

賞
しょう

配
はい

分
ぶん

地
ち

となった⾧
なが

淵
ふち

庄
のしょう

に近く、⾧淵庄の荘官層の居宅の可

能性が指摘されます。 

 

 

（１）山岳信仰と黒川院
黒
くろ

川
かわ

院
いん

は、佐田と黒川の山間部に造営された彦山の

座主
ざ す

の居館です。元
げん

弘
こう

３・ 正 慶
しょうきょう

２（1333）年に後伏見
ご ふ し み

天皇
てんのう

の第６皇子の ⾧
ちょう

助
じょ

法
ほう

親
しん

王
のう

が招かれて座主となり、

建
けん

武
む

元・正慶３（1334）年に黒川院を造営し、豊
ぶ

前
ぜん

の宇
う

都
つ

宮
のみや

氏
し

の娘を妻帯しました。以降、彦山の座主の地位を

子孫が継ぐ世
せ

襲
しゅう

制
せい

となり、14代の舜 有
しゅんゆう

に至るまで、戦

国期の動乱に巻き込まれつつも250年にわたって山
さん

岳
がく

修
しゅ

験
げん

の宗教都市として繁栄しました。黒川院中心部の御館
お た て

や御下屋敷
おしたんやしき

の発掘調査で、礎石をもつ建物跡が確認され

たほか、青
せい

磁
じ

酒
しゅ

海
かい

壺
こ

や華
か

南
なん

三
さん

彩
さい

やタイの鉄絵陶器など国際性豊かな陶磁器類が出土しています。

山中でも大型の建物がたち、海外の希少な交易品を手に入れるほどの財力を有していました。 

 

（２）筑前の雄「秋月氏」
秋
あき

月
づき

氏
し

は秋月地域を拠点とした豪族です。建
けん

仁
にん

３（1203）年の原
はら

田
だ

種
たね

雄
かつ

の秋月入部に始まり、

元
げん

寇
こう

の際には３代当主秋
あき

月
づき

種
たね

家
いえ

が2,700人の手勢を率いて博多での合戦に功名を上げ、『蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

絵
え

詞
ことば

』に「筑
ちく

前
ぜん

国
のくに

御
ご

家
け

人
にん

秋月
あきづき

九
く

郎
ろう

種
たね

宗
むね

」の名がみえます。 

図１-29 長安寺廃寺

跡出土遺物 

図１-30 黒川院（もうそうやね古墓） 
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鎌倉時代は筑前南部の小領主であった秋月氏ですが、

室町時代になると九州北部に進出した大内
おおうち

氏
し

に接近し、

筑前全域に強い影響を持つ領主として成⾧を遂げます。

大内氏の衰退後、秋月
あきづき

種方
たねかた

は毛
もう

利
り

氏
し

に接近しますが、弘
こう

治
じ

３（1557）年、豊
ぶん

後
ご

の大
おお

友
とも

宗
そう

麟
りん

の攻勢を受けて秋月氏

の拠点の古
こ

処
しょ

山
さん

城
じょう

は落城し、種方は討死、秋月氏は滅亡

の危機に瀕しました。その危機を脱して毛利氏を頼って

いた種実が秋月家を再興し、戦国時代の末期には、筑前を

代表する領主となりました。その後秋月氏は、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の

九州平定で種実・種
たね

⾧
なが

親子が降伏し、天
てん

正
しょう

15（1587）年に日向
ひゅうが

財部
たからべ

へ転封となりました。市内

には荒
あら

平
ひら

城
じょう

や古処山城とそれらを囲む小規模城郭群、 鼓
つづみ

ヶ
が

嶽
たけ

城
じょう

、⾧
なが

尾
お

城
じょう

や麻
ま

氐
て

良
ら

城
じょう

など、

秋月氏関連の山城が数多く残されています。秋月氏が日向財部へ転封となったことは、現在の

高鍋町
たかなべまち

と本市が姉妹都市協定を結ぶきっかけとなっています。 

（３）キリスト教の浸透と禁教
秋月種実は、領内でのキリスト教布教に寛容でした。秋

月は、宣教師であるガスパル・ヴィレラを当時の足利
あしかが

将 軍
しょうぐん

のもとへ案内したダミアンの出身地でした。秋月氏

の転封以降、秋月は小
こ

早
ばや

川
かわ

氏
し

の領地となりましたが、その

後黒田
く ろ だ

氏
し

の領地となり、黒
くろ

田
だ

孝
よし

高
たか

の弟である黒
くろ

田
だ

直
なお

之
ゆき

が

治めました。直之は熱心なキリシタンとして知られ、秋月

城跡から出土した罪 票 付
ざいひょうつき

の 十
じゅう

字
じ

文
もん

の軒
のき

丸
まる

瓦
がわら

は直之に

関連するものと考えられています。秋月や上秋月には教

会がつくられ、慶
けい

⾧
ちょう

17(1612)年の禁教令が出されるま

で、筑前におけるキリシタンの拠点地域の一つとなり、最盛期のキリシタンは数千人規模に及ん

だといいます。禁教令が出ると、キリシタン弾圧が激しくなり、慶⾧18（1613）年には、上秋月

村のマティアス七
しち

郎
ろう

兵
ひょう

衛
え

が棄
き

教
きょう

を拒んで 殉
じゅん

教
きょう

しました。 

 

（１）黒田氏の筑前入国
慶⾧５（1600）年の関ケ原の戦いの功により、黒

くろ

田
だ

⾧
なが

政
まさ

が福岡藩に入ります。不仲であった豊前の細
ほそ

川
かわ

氏
し

を警

戒し、筑
ちく

前
ぜん

六
ろく

端
は

城
じょう

を築きました。志波の麻氐良城には重

臣の栗
くり

山
やま

利
とし

安
やす

が入城しました。栗山利安は黒田孝高を弔

う円
えん

清
せい

寺
じ

を建立し、息子の栗山
くりやま

大
だい

膳
ぜん

は、２代藩主の黒
くろ

田
だ

忠
ただ

之
ゆき

と対立した黒田騒動の責を負って陸
む

奥
つ

盛岡藩
もりおかはん

の預か

図１-32 罪票付十字架浮文軒丸瓦 

図１-31 古処山城 

図１-33 麻氐良城 
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りとなりました。三奈木は福岡藩の筆頭家老である三奈
み な

木
ぎ

黒田家
く ろ だ け

の所領となり、三奈木黒田家の

別邸（御茶屋）がつくられ、池泉
ち せ ん

庭
てい

園
えん

遺
い

構
こう

が残されています。 

（２）秋月藩の成立
元
げん

和
な

９(1623)年には黒田⾧政の三男、黒
くろ

田
だ

⾧
なが

興
おき

が夜
や

須
す

・

下
げ

座
ざ

・嘉
か

麻
ま

３郡のうち５万石を与えられ、福岡藩の支藩と

して秋月藩が成立します。⾧興は城下町を整備するとと

もに、御館
おやかた

の近くを通過する秋月
あきづき

街道
かいどう

（旧 八 丁 峠 越
きゅうはっちょうとうげごえ

）

を忌避
き ひ

し、札
ふだ

ノ辻
つじ

から北に折れる秋月街道（新八丁峠越）

を開削しました。また、野
の

町
まち

宿
しゅく

を新たに設置するなど、

交通網の整備も行いました。 

８代藩主の黒
くろ

田
だ

⾧
なが

舒
のぶ

は殖産興業政策として特産品（元
もと

結
ゆい

・寿
じゅ

泉
せん

苔
たい

・葛
くず

粉
こ

など）の開発を奨励し、藩校「稽
けい

古
こ

観
かん

（稽古館）」を整備するなど藩内の産業や学問・文化の発展を進めました。また、⾧舒が藩主と

なる要件に福岡本藩に代わって秋月藩が⾧崎警備を行うことがあり、⾧舒が⾧崎で石造アーチ橋

を目にしたことから、秋月の目鏡
め が ね

橋
ばし

がつくられました。秋月は、秋月城（秋月御館）と秋月城下

町を中心に、明治４(1871)年の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

まで藩政の拠点であり続けました。 

 

（３）近世の治水と利水
近世は治水や利水による農業生産力の強化に注力された時期であり、

中小河川だけではなく筑後川などの大河への治水・利水工事が行われま

した。小石原川にある女男
め お と

石
いし

護岸
ご が ん

施設
し せ つ

は、黒田⾧興の付家老であった堀
ほり

平
へい

右
え

衛
も

門
ん

によって近世初頭につくられた、護岸石垣と捨て石からなる治

水施設です。秋月の城下町を流れる野
の

鳥
とり

川
がわ

は、城下の整備とあわせて整

備され、護岸石垣や河
か

床
しょう

の石畳による護床工が随所でみられます。寛
かん

文
ぶん

３（1663）年に開削された堀川は筑後川から豊富な水を農地にもた

らし、山田堰は取水の要として、寛政
かんせい

２（1790）年に古
こ

賀
が

百
ひゃっ

工
こう

らによ

って現在の姿に改良されました。なお、堀川には、現役の水車では最古

級の歴史を持つ朝倉
あさくら

揚水
ようすい

車群
しゃぐん

が今も稼働しています。こうした利水の

ための堰は市域の中小河川でも各所に築かれましたが、つくられた当時の姿を強く残すものは少

なく、佐田川に築かれた 箙
えびら

井
い

手
で

は数少ない良好な事例です。 

⾧田湿抜
ながたしつぬき

工事は、久留米藩の恵
え

利
り

堰
ぜき

・床
とこ

島
しま

堰
ぜき

などの工事の影響で筑後川の水位が上昇し、湿地

帯と化した⾧田地域を改良すべく立ち上がった⾧
なが

田
た

村
むら

の庄屋の松岡家が３代にわたって工事や

改良工事を実施したもので、藩境にあったことから近隣への交渉から始まり、川の下に暗
あん

渠
きょ

を通

すなど難工事を成し遂げたものです。 

図１-34 秋月城長屋門 

図１-35 堀川 
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筑後川の昭和橋付近には杷木
は き

の水
みず

刎
はね

群
ぐん

が残っています。水刎は川の流れが強く当たる箇所の水

流を受け流す治水の工夫です。多くは18世紀前半～19世紀初頭に築かれたもので、護岸を石積

み・石張りした、突堤
とってい

状の構造物です。 

 

（４）近世の文化
８代藩主黒田⾧舒は、安

あん

永
えい

４

（1775）年に７代藩主⾧
なが

堅
かた

が学

問所として設けた「稽古
け い こ

観
かん

（稽古

館）」を藩校として発展させまし

た。本藩から亀
かめ

井
い

南
なん

冥
めい

や小
お

川
がわ

才
さい

次
じ

などを招き、その後、原古処
はらこしょ

を

稽古館訓導（後に教授）に任じ、

学問を奨励しました。⾧舒にみ

いだされて秋月藩の藩医となった緒
お

方
がた

春 朔
しゅんさく

は、日本初の種
しゅ

痘
とう

の方法を創始した人物として知ら

れます。春朔はこれを『種痘必順弁
しゅとうひつじゅんべん

』に著し、多くの門人に種痘法を伝授して普及に努め、全

国の医学の発展に寄与しました。 

斎
さい

藤
とう

秋
しゅう

圃
ほ

は秋月藩の御用絵師となり、代表作の島原・天草一揆を描いた「島原陣図
しまばらじんず

屏風
びょうぶ

」を

はじめ、筑前を代表する絵師として数多くの作品を残すとともに、後出の教育に努め、近世の絵

画文化の発展に寄与しました。 

甘木
あ ま ぎ

盆
ぼん

俄
にわか

は甘木の祇園社に奉納された風
ふ

流
りゅう

が起源で、江戸時代から子どもが踊りを奉納す

るようになり、歌舞伎に変化したものが、今も続いています。 

甘木村は福岡本藩に属し、甘木千軒といわれるほど繫栄した町でした。秋月街道と日
ひ

田
た

往
おう

還
かん

の

交差点に近く、人々の往来が多いため様々な産業が発展し、近世に始まったとされる甘木絞りや

幟 旗
のぼりはた

など染色工芸品の生産や、飴・砂糖の生産が盛んに行われ、特産品として広く流通しまし

た。 

 

図１-36 女男石護岸施設 図１-37 山田堰 図１-38 杷木の水刎 

図１-39 島原陣図屏風 
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（５）近世の産業
当地を代表する重要な産業として櫨

はぜ

蝋
ろう

生産
せいさん

があります。櫨蝋はウル

シ科の樹木である櫨の実から搾った油で、蠟燭
ろうそく

や鬢付
び ん つ

け 油
あぶら

の原料で

す。福岡藩や秋月藩によって櫨
はぜ

の栽培が奨励され、各地に櫨畑が開墾さ

れました。製品となった蝋は博多・植木・甘木に設置された蝋座（専売

所）に集積され、大阪や江戸に出荷され、甘木では多くの蝋問屋が栄え

ました。 

近世には藩財政を支えた櫨蝋産業でしたが、石油や電気の普及により

需要が低下し、蝋屋は蝋しぼりの技術を活かし、菜種油屋や醤油屋など

へと姿を変えます。このほか、葛粉の生産やサトウキビによる黒砂糖生

産なども特徴的な産業といえます。また、甘
あま

木
ぎ

絞
しぼ

り・甘
あま

木
ぎ

絣
かすり

など、近

代甘木の産業の主力となる染色・織物産業も近世から始まります。 

 

慶
けい

應
おう

３（1867）年の大政奉還、王政復古の大号令によ

り江戸幕府の時代は終わりを告げ、明治時代の幕開けと

なります。明治４（1871）年に廃藩置県により秋月藩は秋

月県となり、４か月後の11月には福岡県に統合されまし

た。明治５（1872）年には学制が公布され、本市には33

校もの小学校ができました。その頃、地租改正や徴兵制な

ど、明治政府の改革が進められ、税金や収入の面で農民や

士族の生活を圧迫したため、明治６（1873）年には福岡県

の全域を巻き込む筑前竹槍一揆
ちくぜんたけやりいっき

が起きました。 

明治９(1876)年には旧秋月藩の士族、宮崎車之助
みやざきくるまのすけ

や今村百八郎
いまむらひゃくはちろう

らを中心に秋月の乱が起こり、

豊津
と よ つ

藩士との決起に失敗、鎮圧され、明治10（1877）年の西南戦争をもって士族の時代の残り火

は終焉を迎えます。また一部の旧秋月藩士たちは政界や教育の分野など様々な道へ進み、近代日

本の発展に寄与しました。 

明治～大正時代にかけて朝倉
あさくら

軌道
き ど う

や両 筑
りょうちく

軌道
き ど う

、三井
み い

電気
で ん き

軌道
き ど う

などが開設され、人々の往来は

より活性化しました。昭和14（1939）年に国鉄甘木線（現在の甘木鉄道）が開通し、朝倉軌道は

廃線となり、三井電気軌道の久留米～甘木間は現在の西鉄甘木線となっています。 

大正８（1919）年に大
た

刀
ち

洗
あらい

に陸軍飛行場が建設され、軍関係施設の建設が進みます。昭和初

期には東洋一の航空基地といわれ、陸路や空路の整備が進んだことにより、近代化や街の発展へ

つながりました。 

太平洋戦争末期の昭和20（1945）年３月27日、大刀洗飛行場に米軍機が襲来し、爆撃により、

飛行場と周辺に大きな被害をもたらしました。被害者には集団下校中だった立石国民学校の幼い

生徒たちも含まれていました（頓
とん

田
た

の森の悲劇）。こうした大刀洗飛行場や、それに関わる軍関

図１-40 櫨蝋関係の 

    道具 

図１-41 近代甘木町の図 
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係遺構も、市内には残っています。また、広い飛行場の一部を利用してキリンビール工場が建て

られました。 

戦後、これまで走っていた軌道に代わり、バスが運行されるようになり、甘木・朝倉・杷木そ

れぞれの町ではバスセンターを中心に銀行や商店が集まり映画館などもでき賑わいました。甘木

町は商業拠点として昭和の終り頃までその賑わいは続き、アーケード付の商店街としてその名残

を残していました。 

 

 

（１）大地に残される災害の履歴
治
じ

部
ぶ

ノ上
うえ

遺跡では、断層や地割れの痕跡が確認されています。『日本
に ほ ん

書紀
し ょ き

』に、天武７（679）年12月に筑
つ

紫
くし

地
じ

震
しん

が起きたことが記録されて

おり、水縄
み の う

断層
だんそう

が原因とされるこの筑紫地震による断層や地割れの痕

跡と考えられます。 

阿
あ

蘇
そ

山
さん

周辺では、９万年前に発生した阿蘇山の噴火による火砕流（阿

蘇４火砕流）及び埋没林が近隣の東峰村や日田市で確認されています。

本市域では未確認ですが、深く掘ったら焼けた木が出てきたなどの伝聞

もあり、今後確認される可能性が高いものです。 

 

（２）享保５（1720）年の豪雨災害
『南

なん

淋
りん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

』に記される享 保
きょうほう

５(1720)年の豪雨災害は、平成29

（2017）年７月九州北部豪雨と同様の被災地域であったことから注目

を集めました。 

乙石
おといし

での試掘調査では、平成29（2017）年の災害土砂で埋もれた現

代水田層の下に古い災害土砂があり、その下にも古い水田層が確認され

ています。この享保５（1720）年の豪雨災害によるものと推定されま

す。 

 

 

 

（３）近世以降の災害の履歴
近世以降は多くの災害記録が残されており、大風・大雨洪水・山崩れ・飢饉など、様々な災害

が伝えられています。特に筑後川は、毎年のように氾濫を繰り返す暴れ川でした。近代以降も洪

水は頻発し、特に明治22（1889）年、大正10（1921）年、昭和28（1953）年の水害は大きな被

害を出しました。 

近年では、「線状降水帯
せんじょうこうすいたい

」の名を世に知らしめることになった平成29（2017）年７月九州北

部豪雨災害によって本市も甚大な被害を受け、現在も復興に取り組んでいます。 

図１-42 治部ノ上遺跡の断層 

図１-43 乙石の地層 
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第４節 地域別の歴史 

朝倉市は、旧甘木市、旧朝倉町、旧杷木町の３市町が平成18（2016）年に合併し成立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

（１）地区の成り立ちと地名
甘
あま

木
ぎ

地区は、古代においては夜須
や す

郡
ぐん

と下座
げ ざ

郡
ぐん

と 上
じょう

座
ざ

郡
ぐん

からなる範囲の一部です。平安時代に

成立した『和
わ

名
みょう

類
るい

聚
じゅ

抄
しょう

』では、夜須郡は馬田
（まだ）

・賀
か

美
み

・中 屋
（なかや）

・栗
くり

田
た

・雲提
う な で

・刈
かり

島
しま

の６郷からな

り、下座郡は馬田
む ま た

・立石
た て し

・三城
み つ き

（美嚢
み な ぎ

）・鍫饗
く わ へ

・城辺
き の へ

・青 木
（あおき）

の６郷名がみえます（郷数・比定地

は諸説あります）。上座郡は６郷のうち祚 田
（さくた）

が佐田に比定されています。 

近世には夜須郡と下座郡の一部が秋月藩領となりますが、日田街道の要衝であった甘木村は飛

地的に福岡藩領のままでした。 

現在の甘木地区は、昭和30（1955）年に発足した旧甘木市の範囲です。 

地域は安⾧寺
あんちょうじ

の門前町として発展した商業の中心甘木町と、秋月藩の城下町である秋月
あきづき

町
まち

、上
かみ

秋月
あきづき

村
むら

、安川村
やすかわむら

、馬
ま

田
だ

村
むら

、立石村
たていしむら

、福
ふく

田
だ

村
むら

、三奈木
み な ぎ

村
むら

、金
かな

川
がわ

村
むら

、蜷
ひな

城
しろ

村
むら

、高木
た か ぎ

村
むら

で構成されま

す。 

  甘木の地名は「甘木山
かんぼくさん

安
あん

⾧
ちょう

寺
じ

」の山号「甘木山」に由来するといわれています。甘木遠 江 守
とおとうみのかみ

図１-44 朝倉市の旧市町 
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安⾧の父、安道が大和国矢田寺の地蔵菩薩に息子の疱
ほう

瘡
そう

平
へい

癒
ゆ

を祈って成就し、それを感謝した安

⾧が建立した寺が安⾧寺であるといわれます。甘木の町は、この安⾧寺の門前町として発展した

といいます。 

 

 

（１）地区の成り立ちと地名
朝倉
あさくら

地区は、古代においては上座郡の一部です。『和名類聚抄』では、上座郡は⾧渕
ながふち

・三
み

島
しま

・

広
ひろ

瀬
せ

・壬生
に ぶ

・祚
さく

田
た

・把
は

伎
き

・何 束
（なつか）

の７郷が挙げられます。⾧淵・三島・広瀬・壬生が現在の朝倉

地区と考えられます。近世には福岡藩の領地でした。 

現在の朝倉地域は、昭和37（1962）年に発足した旧朝倉町の範囲です。旧朝倉町は昭和30（1955）

年に朝倉村・宮野村・大福村の三村が合併したものが、昭和37（1962）年に町制を施行して成立

しました。 

朝倉の地名の由来は諸説あります。東に山があって日の出が遅いので「朝
あさ

闇
くら

」という説、木
こ

の

丸
まる

殿
でん

が校 倉 造
あぜくらづくり

であったのがなまって「あさくら」となったという説、谷を方言で「クラ」とい

い、桂川の谷を指して浅い谷
くら

といったのが由来という説、「あさ」は「あざ」で仮の意味があり、

「くら」は「座」または「宮」であるから「あさくら」は「仮宮」であるという説などがありま

す。 

朝倉市の現在の市名である「朝倉」は朝倉町からきており、対等合併といえども、人口規模が

大きい「甘木」の名前を引き継がない珍しい例といえます。朝倉の名をたどると、『日本書紀』

には「朝倉山」や「朝倉社」、「朝倉橘広庭宮」の名がみえ、『延喜式』には上座をカムツアサ

クラといい、『和名類聚抄』は上座を「上
かみ

都
つ

安
あ

佐
さ

久
く

良
ら

」と読んでいます。 

 

 

（１）地区の成り立ちと地名
杷木
は き

地区は、古代においては上座郡の一部です。『和名類聚抄』では、上座郡は⾧淵・三島・

広瀬・壬生・祚田・把伎・何束の７郷が挙げられます。「把伎郷」の名前が杷木と考えられます。 

現在の杷木地区は、昭和26（1951）年に発足した杷木町の範囲です。杷木町は志波
し わ

村
むら

・久
く

喜
ぐ

宮
みや

村
むら

・松
ま

末
すえ

村
むら

・杷木
は き

町
まち

(昭和14年町制施行)三村一町が、昭和26(1951)年の町制施行により成立しま

した。 

杷木の名前は、杷木神社に由来するといわれています。同神社の縁起によると、日子
ひ こ

の峰
みね

（彦

山）に降りた天 忍 穂 耳 命
あめのおしほみみのみこと

が大己貴命
おおなむちのみこと

に馬杷
ま が

（農具）を授け、南の地域を豊かにせよと命じま

した。大己貴命は、豊後と筑前の境で大きな桧の枝に馬杷をかけ、そこに落ち着いた事が創建の

由来です。その場所が馬杷の来た場所、「杷来
は き

山
やま

」と称しましたが、後にその山裾の道が二つに

岐
わか

れていた事から杷岐と呼ばれるようになったといいます。 

杷木地区は古来、「把岐」「把伎」「把木」などと呼称されてきました。 


